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韓
国
に
お
け
る

観
光
研
究
の
背
景

韓
国
の
観
光
施
策
は
経
済
開
発
計
画
の

一
環
と
し
て
の
外
貨
獲
得
手
段
と
し
て
観

光
が
注
目
さ
れ
た
１
９
６
０
年
代
に
さ
か

の
ぼ
る
。以
降
、88
年
の
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
や
89
年
の
海
外
渡
航
完
全
自
由
化
な

ど
を
経
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、ア
ウ
ト
バ
ウ
ン

ド
と
も
に
盛
ん
に
な
り
、
観
光
産
業
は
国

の
重
要
な
産
業
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
。

98
年
の「
文
化
大
統
領
宣
言
」（
注
１
）
を

契
機
と
し
て
、
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の

振
興
と
輸
出
を
国
策
と
位
置
づ
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し
た
結
果
、
ア
ジ
ア

を
中
心
に
「
韓
流
」
と
い
う
新
た
な
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
が
起
き
、
訪
韓
外
国
人
の
誘
客

に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、
近

年
で
は
政
府
が
定
め
る
「
五
大
有
望
サ
ー

ビ
ス
産
業
」
の
一
つ
と
し
て
も
観
光
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
韓
国
の
経
済
成
長

に
お
け
る
観
光
産
業
に
寄
せ
る
期
待
は
大

き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
韓
国
の
観
光
研
究
の
潮
流
を

紹
介
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
観
光

研
究
の
歴
史
に
つ
い
て
、
各
年
代
の
観
光

施
策
の
状
況
な
ど
と
併
せ
て
紹
介
す
る
。

■
１
９
６
０
年
代
～
70
年
代

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
を
主
と
し
た

観
光
産
業
人
材
教
育
の
開
始

韓
国
の
観
光
施
策
の
歴
史
は
朝
鮮
戦

争
後
の
１
９
５
４
年
に
交
通
部
陸
運
局
内

に
観
光
課
が
新
設
さ
れ
、
中
央
行
政
機

関
に
初
め
て
「
観
光
」
の
名
称
を
持
つ
部

署
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
韓
国

で
は
60
年
代
に
経
済
開
発
計
画
の
一
環
と

し
て
外
貨
獲
得
手
段
と
し
て
の
観
光
が
注

目
さ
れ
、
観
光
政
策
が
本
格
的
に
開
始
さ

れ
た
。
そ
の
顕
著
な
例
と
し
て
、
韓
国
で

は
初
と
な
る
観
光
産
業
関
連
の
独
立
し
た

法
令「
観
光
事
業
振
興
法
」の
制
定
（
61

年
）、国
際
観
光
公
社（
現
韓
国
観
光
公
社
）

の
設
立（
62
年
）、
交
通
部
観
光
局
の
設

置（
63
年
）な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、65
年
の
日
韓
国
交
正
常
化
以
降
、

日
本
人
観
光
客
が
増
加
す
る
と
、
こ
れ
が

経
済
成
長
の
原
動
力
と
な
り
、
観
光
人

材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

国
際
観
光
公
社
で
は
、
ホ
テ
ル
、
旅
行
業

な
ど
の
実
務
を
中
心
と
し
た
専
門
課
程
を

持
つ
観
光
職
業
学
校
を
慶
州
に
設
置
し

た
。
そ
の
後
、
64
年
に
４
年
制
大
学
と
し

て
初
め
て
京キ

ョ
ン

畿ギ

大
学
校
に
観
光
関
連
学

科
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
に
続
く
よ
う
に
他

大
学
で
も
２
年
制
、
４
年
制
の
観
光
関
連

学
科
が
設
置
さ
れ
た
。

70
年
代
に
は
訪
韓
外
国
人
客
数
が
増

加
し
、
観
光
人
材
育
成
ニ
ー
ズ
は
さ
ら
に

高
ま
り
、「
観
光
経
営
」「
観
光
開
発
」
な

ど
の
名
称
で
観
光
関
連
の
学
部
や
学
科
が

設
置
さ
れ
た
。

■
１
９
８
０
年
代
～
90
年
代

観
光
産
業
の
成
長
期
に
対
応
す
る

た
め
の
観
光
研
究
、
教
育
の
多
様
化

「
漢ハ

ン
ガ
ン江

の
奇
跡
」（
注
２
）
と
呼
ば
れ
る
経

済
発
展
や
86
年
の
ア
ジ
ア
競
技
大
会
、
88

年
の
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
、国
際
的

な
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
り
、
国

民
の
余
暇
や
観
光
に
対
す
る
意
識
が
徐
々

に
変
化
し
始
め
、89
年
の
海
外
渡
航
完
全

自
由
化
を
経
て
、
韓
国
人
の
出
国
者
数
は

１
０
０
万
人
を
突
破
し
た
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
加
え
、ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
も
発
展
し
、韓

国
の
観
光
産
業
は
成
長
期
を
迎
え
た
。

ま
た
、「
観
光
事
業
法
・
観
光
団
地
開
発

促
進
法
」（
86
年
）（
注
３
）な
ど
の
現
行
法
に

柿
島  

あ
か
ね 2

韓
国
の
観
光
研
究
の
潮
流

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
文
化
研
究
部
　
研
究
員
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通
じ
る
重
要
な
法
律
も
整
備
さ
れ
、
全
大

学
の
お
よ
そ
55
％
が
観
光
関
連
の
学
科
を

有
す
る
よ
う
に
な
り
、観
光
関
連
大
学
が

増
加
し
た
。
こ
の
時
期
の
学
科
名
に
注
目

す
る
と
、60
年
代
～
70
年
代
に
か
け
て
中

心
と
な
っ
て
い
た「
観
光
経
営
」「
観
光
開

発
」に
「
ホ
テ
ル
」や
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」

な
ど
の
観
光
関
連
産
業
名
が
学
部
・
学
科

名
に
加
わ
っ
て
お
り
、
徐
々
に
教
育
内
容

が
多
様
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、「
観
光
通
訳
」「
国
際
観
光
」
な
ど

に
つ
い
て
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
国
際

イ
ベ
ン
ト
を
契
機
と
し
て
、
本
格
的
な
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
の
た
め
の
人
材
育
成
が

求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

■
１
９
９
０
年
代
～
２
０
０
０
年
代

　

観
光
産
業
へ
の
学
術
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

１
９
９
７
年
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
経
済
危
機
（
注
４
）

以
降
、
韓
国
の
経
済
成
長
率
は
７
～
８
％

か
ら
２
％
台
と
鈍
化
し
て
お
り
、
こ
れ
を

埋
め
合
わ
せ
る
た
め
、
政
府
で
は
第
三
次

産
業
、
特
に
生
産
者
サ
ー
ビ
ス
（
金
融
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）
と
観
光
分
野
を
強

化
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
国
民
の
国
内
旅

行
促
進
政
策
が
活
発
化
し
、
従
来
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
や
リ
ゾ
ー
ト
建
設
な
ど
の
ハ
ー
ド

を
中
心
と
し
た
開
発
か
ら
、地
域
資
源（
大

衆
文
化
、祭
り
、芸
術
、体
験
、医
療
観
光
、

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
な
ど
）の
開
発
に
焦
点
が
当
て

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
れ
に
伴
い
、旅

行
者
の
行
動
、
観
光
需
要
、
観
光
事
業
の

特
殊
性
に
関
す
る
テ
ー
マ
が
産
業
界
か
ら

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

実
務
に
対
し
て
学
術
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が

必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、90
年
代
半
ば

に
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
海
外
留

学
で
定
量
分
析
を
学
ん
だ
人
材
が
帰
国

し
、
産
業
側
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
学
術
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
と
な
り
、
研
究
成

果
が
観
光
産
業
の
発
展
に
活
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

韓
国
の
観
光
教
育
の
現
状

韓
国
に
お
け
る
観
光
教
育
の
歴
史
か

ら
、
韓
国
の
観
光
教
育
、
観
光
研
究
は
各

時
代
で
政
府
の
観
光
政
策
を
色
濃
く
反

映
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

現
在
で
は
１
１
５
の
大
学
な
ど
で
観
光
教

育
が
実
施
さ
れ
、
観
光
を
学
ぶ
学
生
は

２
万
９
４
６
４
人
と
な
っ
て
い
る（
表
１
）。

そ
の
多
く
を
占
め
る
４
年
制
の「
大
学
校
」

で
は
、
観
光
全
般
に
関
す
る
学
術
理
論
が
、

２
年
制
・
３
年
制
の
「
専
門
大
学
」
で
は

理
論
に
加
え
て
実
務
、
実
技
教
育
が
中
心

に
行
わ
れ
て
い
る
。

韓
国
の
観
光
教
育
の
特
徴
と
し
て
は
、

観
光
産
業
を
細
分
化
し
た
学
部
学
科
編
成

と
、経
営
学
を
中
心
と
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が

挙
げ
ら
れ
、こ
う
し
た
傾
向
は
学
部
学
科

名
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
に
も
表
れ
て
い
る
。

観
光
教
育
が
開
始
さ
れ
た
60
年
代
以

降
「
経
営
」
と
い
う
言
葉
が
学
部
・
学
科

名
称
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
80
年
代
以
降

表２  時代別観光関連学科開設傾向（注5）

出典：崔圭桓（2011）한국 관광교육기관에 관한 소고:관광교육기관의 등장 및 발전 과정을 중심으로
※ 관광학연구 제35권 제10호(통권 제96호) 2011.12, 371-383 (총13페이지)

時代別時代別時代別 観光関連学科名称観光関連学科名称観光関連学科名称

表１  観光関連大学・教育機関の現況

出典：文化体育観光部「2013年 観光動向に関する年次報告書」

区  分区  分区  分 学校数学校数学校数 定員定員定員 入学者数入学者数入学者数
在籍学生数在籍学生数在籍学生数

在学生数在学生数在学生数 休学生数休学生数休学生数
卒業生数卒業生数卒業生数

（単位：校、人）
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14

に
な
る
と
、「
ホ
テ
ル
」「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」

「
外
食
」
な
ど
、
産
業
名
の
つ
い
た
学
部

学
科
名
が
増
加
し
て
い
る（
表
２
）。
ま
た
、

京
畿
大
学
校
、
慶キ

ョ
ン

熙ヒ

大
学
校
を
例
に
、
開

設
学
部
・
学
科
と
開
講
講
義
（
表
３
）を

見
る
と
、
両
大
学
と
も
に
「
観
光
」
と
名

の
つ
く
学
科
が
あ
る
こ
と
や
、
こ
う
し
た

学
科
で
開
講
さ
れ
て
い
る
講
義
は
幅
広
く

「
観
光
」を
学
ぶ
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
日

本
の
観
光
教
育
と
も
共
通
点
が
多
い
。

韓
国
で
は
こ
れ
に
加
え
、「
ホ
テ
ル
」「
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」「
外
食
」「
調
理
サ
ー
ビ
ス
」

な
ど
、観
光
関
連
産
業
を
細
分
化
し
た
学

科
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
学
科
で
は
、
理
論
、

実
践
の
両
面
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
が
さ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、

京
畿
大
学
校
の
外
食・調
理
学
科
で
は「
レ

ス
ト
ラ
ン
論
」「
外
食
財
務
管
理
」の
知
識

習
得
に
加
え
て
「
製
菓
製
パ
ン
実
技
」
な

ど
の
実
践
的
な
講
義
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。

慶
熙
大
学
校
も
同
様
で
、調
理
サ
ー
ビ

ス
経
営
学
科
で
は
、「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

経
営
論
」
や
「
ベ
ー
カ
リ
ー
特
殊
経
営
」

な
ど
の
経
営
に
関
す
る
講
義
だ
け
で
な
く
、

中
華
や
日
本
食
の
調
理
実
習
な
ど
も
開

講
さ
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
も
、
特
に
、

観
光
関
連
産
業
に
つ
い
て
は
特
定
分
野
の

観光文化228号 January 2016

表３  京畿大学校、慶熙大学校の開設学科と開講講義例

注：＊韓国では4年制大学については「大学校」と呼ばれている。なお、日本の学部に相当するのは「大学」、学科に相当するのは「学部」、コースや専攻に相当するのは
　「学科」となっている。

資料：京畿大学校（注6）、慶熙大学校（注7）のホームページより筆者翻訳、整理

大学校名大学校名大学校名＊＊＊ 大学名大学名大学名＊＊＊ 学部名学部名学部名＊＊＊ 学科名学科名学科名＊＊＊ 主要な講義主要な講義主要な講義

228観光文化特集2.indd   14 2015/12/25   16:15
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専
門
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
教
育
内

容
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

韓
国
の
観
光
研
究
の
現
状

■
研
究
環
境

韓
国
の
観
光
研
究
の
現
状
を
紹
介
す

る
に
あ
た
り
、
教
員
を
は
じ
め
と
す
る
研

究
者
の
評
価
シ
ス
テ
ム
と
学
会
の
現
状
を

中
心
に
研
究
環
境
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。

韓
国
研
究
財
団（
日
本
の「
日
本
学
術

会
議
」に
相
当
）で
は
、国
内
の
学
会
学
術

誌
を
、
査
読
体
制
、
論
文
掲
載
率
な
ど
の

定
量
評
価
と
、掲
載
論
文
や
参
考
文
献
の

妥
当
性
な
ど
の
定
性
評
価
の
合
計
点
数
に

よ
っ
て「
一
般
学
術
誌
」「
登
載
候
補
学
術

誌
」「
登
載
学
術
誌
」
の
い
ず
れ
か
に
分

類
し
て
い
る
。

韓
国
内
の
学
術
誌
引
用
文
献
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
で
あ
るKorea Citation Index

（「
Ｋ

Ｃ
Ｉ
」）（
注
８
）で
観
光
学
に
関
す
る
学
術
誌

を
検
索（
注
９
）す
る
と
、16
の
学
術
誌
が
存

在
し
て
お
り
、う
ち
10
の
学
会
誌（
注
10
）
が

「
登
載
学
術
誌
」、６
の
学
会
誌（
注
11
）が「
登

載
候
補
学
術
誌
」と
な
っ
て
い
る
。

韓
国
で
は
研
究
者
の
業
績
は
点
数
化
さ

れ
て
評
価
さ
れ
て
お
り
、
一
般
的
に
論
文

を
投
稿
し
た
際
の
業
績
点
数
は
「
登
載
学

術
誌
」へ
投
稿
し
た
場
合
が
最
も
高
く
、

次
い
で「
登
載
候
補
学
術
誌
」「
一
般
学
術

誌
」
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
国
内
に
は
多

く
の
観
光
関
連
大
学
が
存
在
し
、教
員
間

の
競
争
も
激
化
し
て
い
る
た
め
、
研
究
者

は
、自
身
が
筆
頭
著
者
と
な
る
学
術
論
文

を
年
に
複
数
本
投
稿
し
て
い
る
。
な
お
、

今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
漢ハ

陽ニ
ャ
ン

大

学
校
で
は
、
教
員
に
対
し
１
年
に
３
編
の

投
稿
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

背
景
も
あ
り
、研
究
者
は
投
稿
論
文
１
本

当
た
り
の
業
績
点
数
が
国
内
の
学
術
誌
よ

り
も
高
い
と
さ
れ
る
海
外
の
学
術
誌
、特

に
社
会
科
学
分
野
の
引
用
文
献
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
で
あ
るSocial Sciences Citation 

Index 

（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
）（
注
12
）に
掲
載
さ
れ
る

学
術
誌
へ
の
投
稿
を
熱
心
に
行
う
傾
向
が

あ
る
。評
価
シ
ス
テ
ム
以
外
に
も
、ア
メ
リ

カ
な
ど
の
英
語
圏
へ
の
留
学
経
験
者
が
多

く
、
こ
う
し
た
研
究
者
の
多
く
が
国
際
的

な
学
術
誌
と
日
常
的
に
接
し
て
い
る
た
め
、

海
外
の
学
術
誌
に
親
し
み
や
す
さ
を
感
じ

て
い
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
よ
う
だ
。

ま
た
、
国
内
の
学
術
誌
の
中
で
は
業
績

点
数
が
高
い
「
登
載
学
術
誌
」
へ
の
投
稿

を
目
指
す
傾
向
に
あ
る
。
研
究
者
の
評
価

シ
ス
テ
ム
も
関
係
し
て
、
韓
国
の
学
会
活

動
は
学
術
誌
の
発
行
が
主
た
る
活
動
と
な

っ
て
い
る
。
一
方
で
、
各
学
会
と
も
に
大

会
の
発
表
者
集
め
と
い
っ
た
点
で
は
課
題

を
残
し
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
研
究

者
の
評
価
の
際
に
必
須
項
目
と
し
て
要
求

さ
れ
る
の
は
投
稿
論
文
の
本
数
で
あ
り
、

発
表
論
文
は
必
須
項
目
に
は
含
ま
れ
な
い

（
評
価
点
数
と
し
て
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
）

こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
学
会
側
で
は
、
大
会
参
加

へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
も
ら
う

た
め
に
、
学
会
ス
ポ
ン
サ
ー
の
リ
ク
エ
ス

ト
に
応
じ
た
テ
ー
マ
で
発
表
論
文
を
募
集

し
、
優
秀
者
に
は
賞
金
が
支
払
わ
れ
る
な

ど
の
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
研
究

者
は
投
稿
論
文
を
仕
上
げ
る
た
め
の
中
間

発
表
的
な
位
置
づ
け
で
発
表
の
機
会
を

活
用
し
て
い
る
。

■
観
光
研
究（
教
育
）と
観
光
関
連
事
業
・

観
光
行
政
と
の
結
び
つ
き

こ
う
し
た
研
究
環
境
に
お
い
て
、
各
研

究
者
は
研
究
、教
育
、受
託
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。大
学
や
研
究
機

関
の
観
光
研
究（
教
育
）と
観
光
関
連
事
業

と
観
光
行
政
の
結
び
つ
き
を
紹
介
す
る
。

今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
漢
陽

大
学
校
で
は
産
業
界
や
行
政
か
ら
委
託

を
受
け
た
場
合
、漢
陽
大
学
観
光
研
究
所

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
執
行
し
て
い
る
。こ
こ

で
行
わ
れ
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
成
果
を
授

業
に
も
反
映
し
、
研
究
、
教
育
と
も
連
動

さ
せ
て
い
る
。
教
授
１
人
当
た
り
年
間
平

均
５
億
ウ
ォ
ン
（
５
０
０
０
万
円
程
度
）、

（
規
模
に
も
よ
る
が
）５
～
６
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
程
度
を
受
託
し
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
優
位
性
を
発
揮
で
き
る
内
容
の
も
の

を
選
ん
で
入
札
に
参
加
し
て
い
る
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
執
行
に
際
し
て
は
、
教
員
の

他
に
院
生
が
中
心
と
な
っ
て
携
わ
り
、
学

部
生
も
部
分
的
に
協
力
す
る
こ
と
が
あ
る
。

受
託
調
査
の
テ
ー
マ
例
と
し
て
は「
テ
ー
マ

型
の
小
規
模
修
学
旅
行
開
発
」「
歴
史
的

資
源
（
昌
徳
宮
な
ど
）
の
中
長
期
発
展
計

画
」
な
ど
が
あ
る
。

研
究
機
関
で
あ
る
韓
国
文
化
観
光
研

究
院（
以
下
、Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
）で
は
中
央
政
府

と
関
連
の
あ
る
調
査
研
究
を
受
託
し
て
い

る
。一
方
、あ
る
程
度
の
規
模
の
全
国
の
地

方
自
治
体
（
道
や
広
域
市
レ
ベ
ル
）
で
は

観
光
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
有
し
て
い
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、
各
所
２
～
３
人
程
度
、
全
体
で

30
～
40
人
程
度
（
正
規
雇
用
者
の
み
。
非

正
規
雇
用
者
も
含
め
る
と
１
０
０
人
程
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度
）
と
な
る
。
そ
の
大
半
は
国
内
外
の
大

学
で
観
光
学
関
係
の
博
士
号
を
取
得
し

た
人
材
が
活
躍
し
て
い
る
。中
央
政
府（
文

化
体
育
観
光
部
）
の
政
策
は
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
が
、

地
方
自
治
体
の
政
策
は
各
自
治
体
の
シ
ン

ク
タ
ン
ク
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、競

合
は
し
て
い
な
い
。
国
と
地
域
が
共
同
で

行
う
事
業
の
場
合
は
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
が
総
括
し

て
地
方
自
治
体
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
連
携

し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。

観
光
現
場
で
の
課
題
は
「
観
光
産
業

に
お
け
る
雇
用
」「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
地
方

分
散
化
」「
韓
国
経
済
成
長
に
お
け
る
観

光
の
役
割
」「
観
光
資
源
開
発
」な
ど
、ま

た
政
府
が
定
め
る
「
五
大
有
望
サ
ー
ビ
ス

産
業
」の
一つ
に
観
光
が
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
競
争
力
や
生
産
性
向
上
な
ど
も
重
要

な
テ
ー
マ
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
研
究
テ
ー
マ
（
投
稿
論
文
の

テ
ー
マ
）
に
つ
い
て
は
、
消
費
者
行
動
や

起
業
戦
略
な
ど
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関

す
る
内
容
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。
観
光
現

場
で
の
課
題
と
、論
文
テ
ー
マ
が
一
致
し
な

い
背
景
に
は
、
テ
ー
マ
に
よ
る
「
論
文
の

書
き
や
す
さ
」
や
、
現
場
の
課
題
は
短
期

間
で
の
解
決
策
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
影
響
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
は
観
光
現
場
の

課
題
と
リ
ン
ク
し
た
論
文
テ
ー
マ
が
増
え

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

観
光
研
究
の
国
際
化
と

今
後
の
方
向
性

今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、韓
国

の
観
光
現
場
に
お
け
る
課
題
で
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
た「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
地
方
分
散

化
」「
観
光
資
源
開
発
」
な
ど
に
お
い
て
は
、

日
本
で
は
豊
富
な
知
見
を
有
し
て
い
る
と

認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

例
え
ば
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
地
方
分
散

化
」
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
日
本
で
は
地

域
単
位
の
事
例
研
究
が
豊
富
で
あ
る
点

や
、
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
住
民
参
加
型

の
自
発
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
な
ど

が
あ
る
。

「
観
光
資
源
開
発
」
と
い
う
観
点
で
は
、

韓
国
で
は
地
域
の
住
民
が
着
地
型
観
光

商
品
を
用
意
し
て
い
る
が
、
流
通
機
能
が

不
十
分
な
た
め
に
集
客
に
つ
な
が
ら
な
い

点
が
課
題
と
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
着
地

型
観
光
の
流
通
機
能
に
関
す
る
研
究
へ
の

期
待
が
挙
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
に
加
え
、
韓
国
よ
り
も
一
足
先

に
少
子
高
齢
化
時
代
に
突
入
し
た
日
本

で
は
、障
が
い
者
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
研

究
は
先
進
的
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、

今
後
、
韓
国
も
日
本
と
同
様
の
課
題
に
直

面
し
た
際
に
、
学
ぶ
べ
き
点
が
多
い
と
の

声
も
聞
か
れ
た
。

●

今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、現
在
、日

韓
両
国
が
観
光
の
現
場
で
抱
え
て
い
る
課

題
は
共
通
点
が
多
い
一
方
で
、
観
光
産
業

や
そ
れ
に
伴
う
観
光
研
究
の
発
展
経
緯

は
異
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
得
意

と
す
る
手
法
や
分
野
は
異
な
っ
て
い
る
と

感
じ
た
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
共
通
の
課

題
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
得
意
と

す
る
分
野
、
手
法
を
活
か
し
合
う
こ
と
が

で
き
る
共
同
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

（
注
１
）１
９
９
８
年
に
ゲ
ー
ム
、
ア
ニ
メ
、
音
楽
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
、
映
画
を
中
心
と
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業

を
21
世
紀
の
基
幹
産
業
の一つ
と
し
て
育
成
し
て

い
く
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
宣
言
を
契
機

と
し
て
「
文
化
産
業
振
興
基
本
法
」（
99
年
）

を
は
じ
め
と
す
る
法
整
備
、
こ
の
法
律
に
基
づ

く
文
化
産
業
振
興
基
金
の
設
置
、
規
制
緩
和

な
ど
の
振
興
策
が
展
開
さ
れ
た
。

（
注
２
）１
９
５
０
年
代
朝
鮮
戦
争
で
壊
滅
的
な
打
撃
を

受
け
て
い
た
大
韓
民
国
が
、
１
９
６
０
年
代
以

降
、
約
30
年
と
い
う
短
期
間
で
成
し
遂
げ
た
急

速
な
復
興
お
よ
び
経
済
成
長
と
民
主
化
の
こ
と
。

（
注
３
）多
様
な
余
暇
活
動
や
休
養
の
た
め
、
観
光
ホ
テ

ル
や
ゴ
ル
フ
場
な
ど
各
種
観
光
施
設
を
総
合
的

に
開
発
す
る
観
光
拠
点
地
域
の
こ
と
。「
観
光

事
業
法・観
光
団
地
開
発
促
進
法
」は
後
に「
観

光
振
興
法
」
へ
と
改
正
さ
れ
た
。

（
注
４
）財
閥
系
企
業
の
破
綻
が
相
次
ぎ
、
金
融
機
関
が

不
良
債
権
を
抱
え
る
な
ど
、
経
済
が
大
き
く

悪
化
し
、
国
際
通
貨
基
金（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）か
ら
資
金

支
援
の
覚
書
を
締
結
し
た
。

（
注
５
）各
観
光
教
育
機
関
の
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
の
記
載
内
容

を
中
心
に
筆
者
が
分
類
し
作
成
し
て
い
る
。

（
注
６
）http://w

w
w

.kyonggi.ac.kr/univInfoSrv.
kgu?m

zcode=K
00M

0105&
orgCd=K

0107

（
注
７
）http://hot.khu.ac.kr/

（
注
８
）Ｋ
Ｃ
Ｉ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
学
術
誌
は
５
０
４
８

誌
、
登
録
機
関
は
８
４
９
９
カ
所
、
論
文
数
は

１
１
６
万
６
７
８
８
件

（
注
９
）韓
国
研
究
財
団
「
韓
国
学
術
誌
引
用
ジ
ャ
ー
ナ

ル（
Ｋ
Ｃ
Ｉ
）」
の
検
索
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nrf.re.kr/nrf_tot_cm

s/
index.jsp?pm

i-sso-return2=none

）で「
社
会

科
学
」「
観
光
学
」
で
検
索
し
た
結
果

（
注
10
）「
観
光
研
究
」「
ホ
テ
ル
経
営
学
研
究
」「
外
食

経
営
研
究
」「T

ourism
 Research

」「
観
光

経
営
研
究
」「
ホ
テ
ル
観
光
研
究
（
ホ
テ
ル
観

光
）」「
観
光
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」「
観
光
学
研
究
」

「Journal of T
ourism

 Studies

」「
観
光
レ

ジ
ャ
ー
研
究
」

（
注
11
）「
ホ
テ
ル
リ
ゾ
ー
ト
研
究
」「
東
北
ア
ジ
ア
観
光
研

究
」「
韓
国
外
食
産
業
学
会
誌
」「
観
光
産
業

研
究
」「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョン
研
究
」「International 

Journal of Tourism
 Sciences

」

（
注
12
）http://ip-science.thom

sonreuters.com
/
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Message

柳匡勳（リュ・ガンフン）氏
韓国文化観光研究院先任研究委員

아시아 관광 연구에서 기대하는 바는 3 가지다 . 첫째 , 심리적 신체적 장애물 제거하기 위
해 아시아 국가 및 지역 간 상호 이해가 관광에 어떻게 이바지하는지에 대한 연구가 필요
하다 . 둘째 , 이동을 원활하게 하기 위한 법률 제도의 정비다 . 특히 , 비자 요건 완화 때문
에 생기는 여러 가지 문제의 대응에 대한 연구가 필요하다 . 셋째 , 아시아 국가 및 지역의 
상호 교류에 대한 연구도 필요하다 . 이를 검토하면서 각국의 다른 경제적 수준 , 정치적 
환경 , 역사 문제에 대한 상호 이해가 필요할 것이다 . 이러한 연구를 진행함으로써 관광 
분야에 대한 연구를 아시아 전체로 발전시켜 나갈 수 있을 것이다 .

　アジアにおける観光研究で期待することは3点ある。第一に、心理的・物理的障害を取り除く
ために、アジアの国、地域間での相互理解が観光へどのように寄与するかについて研究が必要で
ある。第二に、移動の円滑化のための法制度整備である。特に、ビザ要件緩和によって生じる
諸問題への対応については研究が必要である。第三に、アジアの国、地域の相互交流に関する
研究も必要となる。これを検討するにあたっては各国で異なる経済的水準・政治的環境・歴史問
題に関する相互理解が必要となるだろう。こうした研究を進めていくことにより、観光分野の研究
をアジア全体で発展させていくことができるのではないだろうか。（編集室訳）

っ
て
、
単
独
で
は
難
し
い
課
題
解
決
に
有

意
義
な
示
唆
を
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
互

い
の
観
光
研
究
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
、

今
後
、
積
極
的
な
研
究
交
流
が
行
わ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

≪
謝
辞
≫

今
回
の
原
稿
を
取
り
ま
と
め
る
に
あ
た

り
、
日
本
国
内
、
韓
国
内
の
多
く
の
観
光

研
究
者
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場

を
借
り
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
か
き
し
ま　

あ
か
ね
）

≪ヒアリング協力者≫＊五十音順

李根煕（イ・クニ）氏
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